
【緊急特報】 

カメムシ注意  
 

 
 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→穂揃期（出穂３～５日後頃）と傾穂期の基本防除を徹底しましょう。 

→防除間隔は７日間を目安（10日以上あけない）としましょう。 

→防除の際は、畦畔にも薬剤がかかるようにしましょう。 

年次 
発生地点率 
（％） 

発生頭数 
(頭/箇所) 

Ｒ３ ７０．６％ １．４頭 

平年 ３６．８％ ０．５頭 

令 和 ３ 年 ８ 月 
なのはな農業協同組合 
富山農林振興センター 

目指せ! なのはな米１等比率９５％以上!! 
～「Ｒ３ ＪＡなのはな米品質向上運動」実施中～ 

アカヒゲホソミドリ 
カスミカメ 

ホソミドリ 

カスミカメ 

トゲシラホシカメムシ アカスジカスミカメ 

適期の２回防除を確実に行いましょう‼ 

今年は、コシヒカリでもカメムシ類が多発‼ 
 

表 斑点米カメムシ発生状況調査（８/２） 

クモヘリカメムシ 

発生量が多い 
（確認地点率、発生頭数 

ともに高い状態） 

 



高温注意 
 
 

(１) 出穂後２０日間の湛水管理 

・稲体の活力を維持し白未熟粒の発生を抑えるため、出穂後２０日間は水深３cm程度

の湛水状態を保ちましょう。 

・減水深に応じてこまめに入水し、田面が露出しないようにしましょう｡ 

・水持ちのよいほ場では適宜、水の入れ替えを行い、根の老化を防ぎましょう。 
 

(２) 収穫５～７日前までは間断かん水 

・湛水管理の後、刈取りの５～７日前までは間断かん水により根に水分と空気を十分

に補給しましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 天気予報と体調をチェックし、高温時の作業は極力避けましょう！ 

② ２０分おきに、水分補給とこまめな休息をとりましょう！ 

③ 屋外の作業では、帽子や熱を逃しやすい服装を着用しましょう！ 

④ 屋内作業では必要に応じて送風機などを利用しましょう！ 

⑤ 作業は二人以上で行うか、定期的に声をかけるなど異常がないか確認しながら

行いましょう！ 

⑥ 屋外で人と十分な距離（少なくとも２m以上）が確保できる場合は、適宜マスクを 

はずしましょう！ 

今後、高温が続くと予想されています。 

人も稲も高温対策が必須です！ 

出穂期 

田面を露出させない 
（適宜、水を入れ替え） 

３cm程度の湛水状態 

落水 間断かん水 

出穂後２０日間 収穫 
５～７日前 

フェーン現象が予想される場合は、急な
乾燥を避けるため事前に入水しましょう。 

ion 

成熟期 
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